
令和５年版火災の実態 

 

事例２ 「ライターのスイッチが誤って入り出火した火災」 

 

出火時分  10 月 14 時ごろ 

用 途 等  乗用車  

被害状況  コンソールボックス１台、フロントシート２脚各若干 

概  要 

 この火災は、普通乗用車内のコンソールボックスから出火したものです。 

 出火原因は、パーキングブレーキとコンソールボックスの間に落ちていたライターが、駐車

時に引いたパーキングブレーキと接触し、誤ってスイッチが入ったことに気が付かないまま降

りたため、コンソールボックスに着火し、出火したものです。 

 運転手が車に戻ると、車内が焦げ臭いことに気付き、周囲を確認するとコンソールボックス

の周囲から白煙が出ているのを発見しています。運転手は飲料水で消火を試みましたが消火で

きなかったため、近くにある交番に駆け込み、警察官に消火と通報を依頼しています。警察官

は交番の粉末消火器を使用し、初期消火実施後に 119 番通報をしています。 

教 訓 等 

 この火災は、コンソールボックスの隙間に挟まっていたライターに気付かずパーキングブレ

ーキを引いた際に、意図せずスイッチが入ってしまったため出火したものです。 

 座席周りや足元などはこまめに整理、清掃を実施し、シートレールやサイドブレーキ等の可

動部付近は特に注意して確認するようにしましょう。 

 

 

 

 

 

 

４ ライター 
【関連章第３章４】 

 

 

写真 4-3 焼損したフロントシートの状況 写真 4-4 コンソールボックス付近のライター 


